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西洋古典の初期刊本をめぐって

細井敦子

j或践大学図書館所蔵の洋書の中で'は刊行年が最も古い本をとりあげて、

本から印刷本への、西洋古典作品の伝承の 1例を紹介する。問題の毒物は、

古代ギリシアの喜劇作者アリストアァネス

紀元前 5~4 世紀)の作品集

初 j坂 本 、 ヴ ェ ネツィアで刊行された

(1498年 7月 15日付)0 IncunabuJa i揺

箆期本J と総称される本の一つ。印刷刊行

者は、数多くのギリシア古典を刊行してイ

タリア・ルネッサンス文化を支えた、ロー

マ近郊出身の AldoManuzio (1450頃

~1515) [以下、アル iご]。かれに協力して収

S表作品本文註の校訂編纂をしたのは、当時

ヴェネツィアの支配下にあったギリシア・

クレタ島出身の学者 Marl¥OsMousouros 

(1470 頃 ~1517) [以下、ムゥスゥロス]。ラ

テン詩書名は AristophanisComoediae 
f:N2rf平和j曹頭.飾り頭文字i草木版

Novem rrアリストアァネス喜劇 9作i話集』。流緩大学国番館所蔵稀警解説日銀(2006年9月)より

1.この本の体裁:判型はフォリオ判。本文の言語は古代ギリシア語積、文(標題、

j字文などにラテン語も使用)。やや大きい活字で印刷された部分が本文で、そ

れを鈎の手に囲む部分が注釈である。この本にはアリストアァネスの喜劇 9

作品 (i福の神J i雲J i蛙J i騎士Jrアカルナイの人々J i蜂Jr鳥Jr平和J

「女の議会J) がこの111震で収録され、各作品に先立って古代から中世の学者たち

による韻律論や作品梗概、登場人物一覧などがおかれている。この本は計 44

折了、 347紙葉で構成されていて、 1折了の基本は 4枚綴 8紙葉であるが、 2枚、

3枚、 5枚綴の折了もある。これは各作品が必ず新しい折了で始まるようにな
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っているためで(第一作品は少し不探知上原稿がすべてそろってから印刷に

かかるのではなく、折了単位、作品単位で、割付‘や印刷がなされていたことを示

すと考えられる。一般に、当時の本は印刷した紙を長んで、重ねただけで製本は

しないで出荷されていたので、製本時におけ-る乱了落了をII)Jぐために、アルド

は巻末に折了ごとの「始諒一覧」と「折記号切叫覧jを付すという三重のチェック

方式を採用した Q 自分が入手したアリストアァネスを、一つのまとまりとして

最良のJI~で散に出そうという意欲の表れであろう。

11.ア 1)ストファネス作品の伝承と初版本:アルドが入手したアリストアア

ネス、つまり印刷の原稿としての写本と刊本成立の経緯との概111告は、アルドに

よる序文とムゥスゥ口スによる編纂者付記(f.M4v)とを併せて推定できる。か

れらの当初の計額では「福の千:J~3J から f}詩j までの 7 作品を収める予定で準備

していたが、そこへあらたに f平和」、「女の議会J、「女の平和」の 311=1自

の写本が手に入った、しかし「女の平和」は写本の状態が悪くて印Jmuの原稿と

することができず、けっきょく 9作品集として刊行したのである U女の平和」

は「女だけの祭j とともに 151.6年にフィレンツエで初}坂が出た。これらけ作品が、現

在まで伝えられたアリストファネス全作l誌で、ある]。それではアルドとムゥスゥロス

とはどの写本を作品本文や注釈の「原稿」としたのか、現在残っているアリス

トアァネス写本の中に該当する写本があるのか。

アリストアァネスの喜劇は、作者の時代には鋭い政治謝料を基盤とする奇想

天外な構想によって人気を博したが、ヘレニズム時代以降は、上演のための劇

作品としてよりも、古典文化の中心地であった都アテネ

かつ「生きたJ ギリシア認とその社会を伝える言葉として、言語議ー語法や韻律

の研究対象として生き残った。前期ピザンツ|時代の盛時 10世紀中!震に首都コ

ンスタンチノープルで制作された「ラヴ、エンナ本 (H写本)Jとよばれる註釈付

きの写本には現存する 11作i話すべてが手写ーされていて、アリストアアネス写

本ではこれが最古最長であるが、今問題のアルドはこの写本は使っていない。

後期ピザンツ時代 14世紀以降の写本はかなり現存するが、その中には当時の

学者とくに TrikJiniosによる校訂や改変を受継いだ写本も多く、アルド刊本に

はその影響も指摘されている。写本伝承の研究では、複数の写本間に見出され

る共通誤写の検証を基本とする本文批判がなされ、筆写者のi司定、料紙の年代

決定、写本所有者の変遷等々をたよりに写本間の親疎開係と位誼づけを定める

試みがなされている。しかし、伝承過程で起こる改議や修正、テキストの読み

が写本間で混流する現象に加えて、アリストファネスでは残っている写本の数
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も作品ごとに大きく奥り、註付きの写本もそうでないものもある。写本伝法自

体の系統を i洲崎にすることがI~難である上に、刊本になると印制工のミスや編

よる修正も加わって、刊本のモデル(作品本文および註釈の原稿)探し

は容易ではない。ある恕j支のiヨ安として、アルド版テキスト (f.n にある

大きな欠稽利J947 '" 1011行)と同じ欠落が現存の「写本と日写本と

に!えられる場合、原稿はこれらの写本と問系統のものであろうと推定される。

あるいは、 14世紀後半に作られた E写本の見返し紙に fマルコ・ムスロJ と

いう所有者名があり、 E'写本とア)~ F' llJ本との読みを比較して近縁関係

られるので、これも原稿作成に寄年していることが推定される。また、写

本の一部分が発見されてそこにアルド自身の手によるブオリオ付の記入があり、

その料紙の透し文械から年代と制作地が推定でき、筆~1iij:者(アルドの開業者で

ムゥスゥロスのi可郷人)も同定できて、それ (8 が当該作品のプレスコピ

ーの一つだと確定される、などのザIJを挙げることはできる。

本文を臨む形で印刷された註釈 (scholiar古註J)は、概してヘレニズム時代、

ローマ時代からのものは歴史や社会の事柄に関する註が多く、中世のものは語

・文法・韻律に隠する註が多いとされる。アリストアァネスの喜劇は政治調

束1]、社会批判をその本質としているため、特定の人物や事件への暗示や日常生

の実態を理解するには、古註は清報の宝庫として不可欠である (1例:

f.E3rはわ 1035行)。また古註のi中に、

現存するrj:t-I笠写本の本文とは異る、しか

も本文より良い読みが怯えられているこ

ともある (1例:仁E3vr蜂J1050 

アルド刊本中でムゥスウ臼スは、このよ

うな古註を r~\ くつかの写本の 1=11 に散在

し混乱していたものを集めて技意深く修

正したjと記している。

111.現時点からみたこの本の価値:アルドとムゥスゥロスによるこの初版本は、

その後 3世紀にわたってアリストアァネス刊本の範となった。 18世紀末以[峰、

アルドには使われなかった最古最良のラヴェンナ写本を全面的に採入れた校訂

版が出され、さらに古代のパピルス断片や近世の写本の発見もあって本文古註

伝承の解明が進んだために、 20世紀後半以来、このアルド版をそれ以前ほど

には高く評価しない見方も出ている。しかし、西欧諸国の連携によって文献学
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の成果に基づく系統的な『アリストアァネス古註集成~ 18巻が 50年

近い年月をかけて刊行される今日 (2007年 6月完結)、あらためてアルドの

初!坂本の良さが見産されてもいる。編纂者ムゥスゥロスが、先学の説を批判的

に受継ぎながら註釈をしているところ、 1*1立にI:ljされた{I釦王とそれに

本の読みとを組合わせて第三の読みを提案しているところ、現存写本の中には

ない良い読みを記しているところも少なからず指摘されており、この意味でも

アルド版には、ルネッサンス期の諸写本と同等の評1illiが与えられてよいで、あろ

う。一口に「写本から印JIDIJ本へJというが、 15世紀はもちろん 16世紀におい

ても、写本と i弔問本は並存していた。現に)1とに挙げた S写本はアルドの同時

代の同業者が制作したものであり、また、ムゥスゥロスが使った写本のーっと

推定されるし写本は、一部分が欠けていてその欠けた部分は後からアルド刊

本を写して補つである。ムゥスゥロス自身が筆写した、異るジャン)!--の古典作

品の写本も多数現存する。写本と初期刊本との!習の流れは双方向的だったので

あり、アリストアァネス・アルド}恨の、写本と並ぶ重要な地位は今後も保たれ

てゆくと考えられる。

付記:今回、準備の打合せや会場や懇親会のn誌が交読の場となって、私には、洋の東問、

古典研究が共通の問題をもっているという印象を得られたことも婚しかったのですが、

同時に、 i字国古典とギリシア古典とが大きく異ると思われる面について多くの示11立をい

ただいたのはたいそう有難いことでした。喜劇!というジャンルが文化伝承において占め

る{立霞のちがい、写本と干iJ本とが双方向的に共存していたルネッサンス期の状況と l:j:'![盟

古典の状況、「富jの刊本と「民」の写本という分け15は可能かどうか、ギリシアの古典が

2千年後に奥隠人との共同作業で初めて活字になった西洋と、それより活か以前から自

国の古典を自留で印行していた中国と・・・等々。このような機会をj手えて下さった中

国文化学会の皆様に、あらためて厚くお礼申しあげます。 (2008年 3月・指1I::J*)

U1Xl媛大学)
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